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１．目的と方法 
















〇調査時期：2009 年度 1月 
〇調査地点：全国 2000 の市町村（市町村合併等の関係により、一部公民館を含む）に配布。 

















  調査票の記入内容のチェック 調査結果はインフォーマントの手書きによるので、文字の判 
↓            読を行うなどして、入力のための一定の指示を与える作業が 
↓            必要。 
   ↓ 
  エクセルでデータを入力   業者に委託してフェイスシート情報および調査項目への 
↓            回答をすべて入力してもらう。 
   ↓ 
   校正            業者が入力したデータと、調査票の回答を突き合わせて確認。 
   ↓            入力ミスや指示の見落とし等があった場合には再入力のため 
↓            の指示を出す。 
   ↓ 
  再入力           業者に校正結果を渡して再入力。 
   ↓ 









































布を示したのが図９～図 12 である。 
 これらの中で初めに目につくのは図 10「熱い」であろう。他の地図に比べると、極端に分布が
少ない。一方、分布が最も多いのは図 12「汚い」であり、この２枚の地図にはかなりの違いが見
て取れる。具体的に数字にしてみると、「その他」に分類した回答は、図９で 277 件、図 10 で 69
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